
 

 

 

 

 

 

 
 

～農業経営者のみなさん～ 

青色申告を始めましょう！ 
 
 
青色申告は、自分の経営を客観的につかむための重要なツールです。青色申告に

は、税制上のメリットのほか、収入保険に加入することができますので、早速、取り組ん
でみましょう。 
新たに青色申告を始めるためには、個人の場合、３月１５日までに、所轄税務署に

「青色申告承認申請書」を提出する必要があります。この申請を行えば、令和４年分の
所得から、青色申告を行うことができます。（申告時期は翌年２～３月） 
国税庁青色申告 URL ⇒ https://www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/shinsei/annai/shinkoku/annai/09.htm 
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収入保険については、最寄りの農業共済組合へご相談ください。 

【埼玉県農業共済組合】TEL：０４８－６４５－２１４１  

※詳しくは、埼玉県農業共済組合ホームページをご覧ください。 

http://nosai-saitama.or.jp/ 

 

                          

 

 

 

 

 

 

加入申請時に青色申告の実績が１年分 
あれば加入できます 
※令和４年分の農業所得から青色申告を開始すれば、 
令和６年１月からの収入保険に加入できます。 

 

http://nosai-saitama.or.jp/


 

 

 

 

宮代町の大澤 亨さんは、埼玉県深谷市の出身で、県内の農

業高校、農業大学校を経て、農業技術が学べ人材を募集してい

た宮代町の農業法人に就職した後、独立して自ら経営すること

を決意し１１年間勤めた農業法人を退職、宮代町農業担い手塾

に入塾し３年間の研修期間を経て、平成 28 年 10 月に宮代町

で就農しました。 

スタートに当たっては、農業担い手塾の研修中に、町の「新規

就農里親制度」を利用して協力農家からトラクターや動力噴霧

器などの農業機械を借りることができたほか、町から借用農地

（施設ハウス農地は自己調達）を紹介してもらい、農業資材の

購入でも支援がありました。また、農業法人時代に携わってい

た野菜苗づくりの経験や知識を活かし、ハウス 6a、露地 50a の

ほ場で、野菜苗のほか施設野菜（ミニトマト・パプリカ）や露地野

菜（キャベツ・ブロッコリー）を栽培し、宮代町内と白岡市内の農

産物直売所を始め、町が立ち上げた新規就農者同士の任意組織「あぐりねっとみやしろ」を通じて近

隣の大手スーパーへの共同出荷や、町が開拓したスーパーの地場産コーナーへ出荷するほか、宮

代町内の学校給食・飲食店・レストランなどに販売しており、町を

始め多くの関係者からサポートがあり経営を軌道に乗せることが

できました。 

新型コロナウイルスの影響により、学校給食用で出荷を予定し

ていた野菜の納入分がキャンセルとなったものの、自らの販売ル

ートで売り切ることができ、コロナ禍の巣ごもり需要から家庭菜園

利用者からの野菜苗の需要も増えたため、廃棄などはなかったと

のことです。 

大澤さんは、「現在の労働力は、基本本人のみで、繁忙期には

知り合いや町シルバー人材センターに作業の手伝いをお願いして

いるが、将来は常時数名を雇う形態にしたい。また、新規就農した

立場から、国からの新規就農者へのサポートについても頑張って

いる人がもっと頑張れるような支援をしてほしい。」と語ってくれま

した。 

 

 

 

 

 

編集：関東農政局 埼玉県拠点  

〒330-9722 さいたま市中央区新都心2-1 さいたま新都心合同庁舎２号館 

 TEL 048-740-5835 FAX 048-601-0510 

 ＜関東農政局ＨＰ＞ http://www.maff.go.jp/kanto/ 

 

  

  

～ 農業法人から宮代町農業担い手塾 

を経て、平成 28 年 10 月に就農 ～ 

宮代町の 大澤 亨さん 

１１年間勤めた農業法人を退職、宮代町農業担い手塾に入塾し、現在、野菜苗と施
設野菜（ミニトマト、パプリカ）、露地野菜（キャベツ、ブロッコリー）を生産・販
売する、大澤 亨さんをご紹介します。 

 

大澤 亨さん 

（上）ミニトマト （下）パプリカ 
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